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①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨ
Ｐにおける測定ツー
ル紹介）

事務担当者名

住所

http://suken-score.tank.jp/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

公益財団法人　日本数学検定協会

数検スコア総合診断　数Ⅰ・数Ａ

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） 03-5812-8340

３０年　６月　２７日

　数検スコア総合診断は、数学Ⅰと数学Ａを中心に義務教育段階の数学を含めて、学習項目ごとの理解
度を測定します。測定する資質・能力は、数学Ⅰの「数と式」、「図形と計量」、「二次関数」、
「データの分析」と、数学Ａの「場合の数と確率」、「整数の性質」、「図形の性質」と義務教育段階
の数学の「数と式」、「図形」、「関数」、「資料の活用」についてです。
　実施方法は、CBT方式で実施し、インターネット環境を利用してパソコンやタブレットから、いつで
も、どこでも、実施することができます。
　診断実施前に先生から「クラスの目標値」と「学習項目別の授業重点度」をヒアリングし、生徒の診
断結果集計に反映させます。反映された診断結果は、先生の授業に直結した結果となるため、授業改善
や授業重点度の見直しなど、授業のＰＤＣＡサイクルを回す指標として利活用できます。さらに、個人
の診断結果を利用して先生は生徒単位の「面談指導」の資料としても活用できます。
　CBT方式の実施において、個人の情報を登録せずに「個人情報を持たない」IDとパスワードを利用する
ことで、情報漏洩などを未然に防ぎます。
　診断の申し込みから、診断実施、結果の返却、万が一のシステムトラブルについて万全のサポート体
制を構築しております。受け付け窓口は、平日9時から18時まで、電話・メールによるサポートをいたし
ます。※土日祝については緊急連絡先をご用意しております。

⑩試験時間（分）

東京都台東区上野5-1-1　文昌堂ビル６階

（E-mail)

松本　精一 所属部署 学習数学研究所

s.matsumoto@su-gaku.net

03-5812-8346

④対象教科

数学Ⅰ及び数学Ａをすべて学習し終えた者

○
⑤測定内容の区
分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

2018年9月から申込・実施を開始予定
通年で実施しており、実施時期は先生が任意で決めることができます。

数検スコア総合診断の特長
１．診断実施における先生の業務負担を最小限まで抑え、簡単に利用できる診断です。CBT方式で実施し
ますので、いつでも、どこでも実施でき、試験資材の配付・回収などの手間は一切ございません。
２．診断結果を利用して、授業の計画や授業改善など、PDCAを回すための指標として活用することがで
きます。先生が事前に設定する目標値、授業重点度における到達度合と理解度、復習すべき項目と復習
レベルについてクラス全体が可視化されるため、授業計画や改善のPDCAを回すための資料として利活用
できます。
３．診断結果を個人面談などの面談資料として利用できます。先生が目標値を設定し、授業重点度に対
する理解度も可視化されるため、生徒の不得意分野と合わせて、個人面談の資料として利用することが
できます。
活用例
１．数検スコア総合診断の目標値、授業重点度を設定して授業改善、見直しのPDCAサイクルの指標とし
て活用する。
２．数検スコア総合診断を学内で実施していた中間テストや期末テストの補助として活用する。
３．診断結果を生徒との個人面談の資料の一部として利用する。

CBT

7営業日程度

英語数学

60分

国語

3,456円（税込）/回

http://suken-score.tank.jp/
mailto:s.matsumoto@su-gaku.net


（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：数検スコア総合診断 数Ⅰ・数Ａ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

①主な対象者 

数学Ⅰ及び数学Ａをすべて学習し終えた者 

②測定しようとする資質・能力 

ア．数学Ⅰ 

「数と式」に関する資質・能力、「図形と計量」に関する資質・能力、「二次関数」に関する資質・能

力、「データの分析」に関する資質・能力 

イ．数学Ａ 

「場合の数と確率」に関する資質・能力、「整数の性質」に関する資質・能力、「図形の性質」に関

する資質・能力 

ウ．義務教育段階の数学 

「数と式」に関する資質・能力、「図形」に関する資質・能力、「関数」に関する資質・能力、「資料の

活用」に関する資質・能力 

③出題範囲 

数学Ⅰを中心として、数学Ａ及び義務教育段階の数学 

④主として知識・技能を問う問題と主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針 

ア．主として知識・技能を問う問題の出題方針 

身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠

であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能などについて出題します。 

イ．主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力などをみる問題を出題します。 

⑤学習指導要領との対応 

出題範囲である数学Ⅰ、数学Ａ及び義務教育段階の数学に関して、学習指導要領に対応した問題

を出題します。 

⑥出題形式 

   選択式、短答式及び記述式 

⑦難易度 

教科書の基礎的な問題と練習問題程度の問題を出題します。 

（２）構成等 

    問題の構成については、下記のようにおおよそ固定されています。 

 ①出題形式 

選択式：15問程度 短答式：16問程度 記述式：１問 

 ②出題範囲 

    出題範囲は、おおよそ数学Ⅰ・数学 Aから 50％、義務教育段階の数学から 50％となります。 

「数と式」、「図形」、「関数」、「データの分析」のバランスを考えて出題します。 

※出題範囲の詳細は、別紙「資料番号１ 数検スコア総合診断_出題範囲」に掲載しています。 

 

 

 



（３）難易度設定の考え方・方法 

実用数学技能検定（以下、「数学検定」という）の準２級及び３級における、創設以来過去 30年間の

問題の正答率のデータを参考にして問題を抽出し、診断用の問題を構成しています。あわせて、数学

検定準２級と３級の受検者層は、準２級においては全体の約 66％が高校生となり、３級においては、

約 14％が高校生となりますので、これらの受検者層を十分配慮したうえで難易度の設定と調整を図っ

ています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

これまでに培ってきた多くの基礎学力の要素を統合して課題解決能力を高めることができるような

問題や、知識・技能等を実生活の様々な場面に応用できる力を問う問題、思考力・判断力・表現力を

問う問題を出題することで学習意欲の喚起を図ります。 

 

（５）その他特長 

診断前に、本試験に近い練習問題を用意し、入力方法や解答方法を確認できるシミュレーションを

用意し、入力ミスなどが診断結果に影響しないよう工夫しています。 

 
 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容 

①結果提供項目 

・総合点 

・総合コメント/総評 

・診断項目別の目標、絶対評価、診断結果 

・各学習項目・学習要素別のコメント・得点 

②結果提供の具体的な内容 

・総合点 

診断結果の総合得点を 100点満点で表示します。 

・総合コメント/総評 

総合得点で判定した分析結果を、診断項目を用いて不得意部分と得意部分について事後の学習

改善につながるよう文章コメントとして表示します。 

・診断項目別の目標、絶対評価、診断結果 

診断項目別の目標、絶対評価、診断結果を 100点満点で数値化して表とレーダーチャートで表示

します。 

・各学習項目・学習要素別のコメント・得点 

学習項目の点数に対し「学習要素」まで細分化した項目を用いて分析して、それぞれコメントと 100

点満点に換算した得点を表示します。 

 ③結果提供の具体的な方法 

   診断結果は、学校を通じてＰＤＦ資料として返却します。 

 ④学習意欲の喚起に資する情報提供の具体的な内容 

   表やグラフを多用し、習得した内容、復習が必要な部分をて視覚的に分かりやすく提示します。さら

に、学習項目・学習要素別のコメントにおいては、学習項目を構成する「学習要素」まで細分化して評

価コメントとして表示します。学習項目を学習要素まで細分化して表示することで、少しでも、不得意な

項目、復習すべき項目を明らかにして、学習意欲を喚起する工夫をしています。 

  ※参考資料として、診断結果のサンプルを添付します。別紙「資料番号２．診断結果（個人）」 

 

 



（２）学校等への結果提供内容 

①結果提供項目 

 ・全受検者数 

 ・総合得点平均 

 ・100点満点へ換算 

 ・絶対評価平均 

 ・指標、グラフについての説明 

 ・目標・授業重点度・絶対評価平均・復習レベルのグラフ 

 ・100点満点に換算した度数分布 

 ・グラフの説明 

 ・総合評価 

②結果提供の具体的な内容 

 ・全受検者数 

  クラス全体の受検者数を表示します。 

 ・総合得点平均 

  クラス全体の点数の平均を 300点満点で表示します。  

 ・100点満点へ換算 

  総合得点平均を 100点満点に換算した点数を表示します。 

 ・絶対評価平均 

  クラス全体の絶対評価を 16点満点で表示します。 

 ・指標、グラフについての説明 

  ２種類のグラフ（①目標・授業重点度・絶対評価平均・復習レベル、②100点満点に換算した度数

分布）の見方、分析方法について表示します。 

 ・目標・授業重点度・絶対評価平均・復習レベルのグラフ 

  先生が設定した目標及び授業重点度、絶対評価平均、復習レベルについて、指標の最大を１とし

て表示します。目標や授業重点度に対する理解度、復習レベルと授業重点度など、生徒の点数の

集合体だけではわからない様々な課題と要素を１つのグラフの中に視覚化しており、診断項目別の

バランスや課題、今後の方針を計画することが容易となります。 

 ・100点満点に換算した度数分布 

  各生徒の得点を 100点満点に換算し、クラス全体の得点の度数分布をヒストグラムに表示しま

す。ヒストグラムに表示することで絶対評価平均ではわからない分布を把握し、生徒ごとの目標設

定などに活用することができます。 

 ・グラフの説明 

  目標値、授業重点度、絶対評価平均、復習レベル、100点満点に換算した度数分布グラフに関す

る見方について説明します。 

 ・総合評価 

  クラス全体の点数を 100点満点に換算した点数を評価コメントとして表示します。さらに、授業重

点度、目標値、復習レベルについて分析結果を、診断項目を用いて表示します。項目それぞれのバ

ランスやグラフから見られる傾向、今後の対策、授業改善ポイントなども交えながらコメント表示しま

す。 

③結果提供の具体的な方法 

診断結果は、診断のとりまとめを行っている先生にＰＤＦ資料としてメールで返却します。 

④学校としての指導の工夫・充実に資する情報提供の具体的な内容 

指導の工夫ができるよう、先生が設定した目標及び授業重点度、絶対評価平均、復習レベルにつ

いて、１つのグラフの中に表示しています。また、目標や授業重点度に対する理解度、復習レベルと授

業重点度など、生徒の点数の集合体だけではわからない様々な課題と要素を視覚化して表示し、診

断項目ごとに指導すべき課題を提示し、今後の方針を計画することが容易となるような情報を提供し

ます。診断結果（全体）は、先生が行っている授業の重点度や進捗に直結し、授業改善や PDCAサイ

クルを回すための指針として幅広く活用できるものとなります。 



※参考資料として、診断結果のサンプルを添付します。別紙「資料番号３．診断結果（全体）」 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

配点は設問ごとに異なり、１点から５点となります。記述式問題については 10点満点として２点ごと

の部分点を設けています。これらの合計点を表示しています。 

・総合コメント/総評の決定 

総合点を階層別に判断し、診断項目もしくは学習項目をもちいて階層ごとに理解の程度や特筆す

べき結果、指導のポイントを表示しております。 

・学習項目・学習要素別コメントの決定 

学習項目を 3階層に分けて判定し、それぞれの階層に合わせて、学習項目をさらに細分化した

学習要素を用いてコメントを表示しています。 

 
 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

数学検定の創設以来過去 30年間に出題した問題のデータ、正答率を参考に問題を構成すること

で、一定の水準を確保しています。また、定期的に開催する設問の質に関する会議と正答率、解答結

果を分析し問題に反映することで問題の質を確保しています。 

 

（２）学校における実施方法 

実施方法については、申し込み時に事前に学校の先生と確認します。 

①学校にとって過度な負担が掛からない実施方法 

ア．実施時に必要な環境 

・インターネット環境 

・インターネットにアクセスできる端末（パソコン、タブレット、スマートフォンなど） 

イ．具体的な実施方法 

（ア）指定された URLにアクセスし ID とパスワードを入力 

※URLは固定、ID とパスワードは生徒ごとに異なります。 

（イ）診断する「測定ツール名」を選択して実施 

（ウ）終了後にシステムからログアウト 

上記の方法により、実施する環境に依存することなく、手軽に実施することができます。実施する端

末に、特別なソフトウェアのインストールやダウンロードをする必要はなく、学校のインターネット回線な

どへの負担も軽減できます。 

②実施マニュアル 

実際の画面と画面遷移をマニュアルにしてあるため、事前に生徒へ配付することで、円滑に実施す

ることができます。あわせて、実施マニュアルを動画化して配付することで生徒も実施する先生も実際

の実施方法を視覚的に理解することができます。 

③サポート体制 

当協会と実施支援に関する業務委託をした株式会社ジェイジェイエスプラスが学校で実施する際の

すべての問い合わせについて対応します。実施方法の問い合わせから実施時のトラブル対応まです

べてにおいて一括対応します。 

    ・担当：株式会社ジェイジェイエスプラス 

    ・対応方法：電話、メール、Skypeなどによるテレビ電話、訪問対応（一部の地域のみ） 

    ・対応日時：平日は９時から 18時まで対応 

     ※土日祝は、緊急連絡先をご用意しております。 

     ※12月 26日から１月７日までの年末年始は休業 



④学校が担う役割、作業 

    ・診断の申請、実施期間の選定 

    ・ヒアリングシートによる目標値・授業重点度の数値設定資料の提出 

    ・生徒へシステムログイン時の ID、パスワード、URLの配付・連絡 

    ・実施する環境の整備（インターネット回線、実施する端末の準備、実施場所の手配） 

    ・実施マニュアルの確認、把握（紙形式のマニュアルと動画マニュアル） 

 ・診断実施時の監督業務 

 

（３）採点の方法と体制 

採点方法は、コンピュータの採点プログラムによる自動採点と、当協会が事業委託をした一般社団

法人 ICT能力開発協会の有識者グループ（４名体制）による目視確認によって行います。また、採点

方法については、当協会が策定した採点ガイドラインにしたがい、項目ごとに採点者を配置することで

自動採点と目視確認によるダブルチェック体制によって実施しています。 

 採点方法：コンピュータによる自動採点、目視による採点 

 体制：一般社団法人 ICT能力開発協会 

    採点管理・監督：当協会 

 

（４）情報管理体制 

①情報セキュリティ基本方針 

当協会は、お客様・取引先情報を扱う法人としての社会的責任を果たすため、情報資産を管理・保

護する指針として、情報セキュリティ基本方針を策定し、ホームページで情報セキュリティ基本方針を

公開しています。 

②個人情報基本方針 

当協会は、数多くの個人情報を取り扱う法人として、個人情報を適切かつ安全に保護、管理するこ

とが重要な社会的責務であると認識しており、平成 25年８月にプライバシーマークを取得し、個人情

報保護方針をホームページで公開しています。 

③機密保持契約 

業務を委託する業者とは機密保持契約を締結し、万全な情報管理をしています。 

 
 

 

 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障碍のある受検者等への配慮 

視覚に障碍のある方への配慮として、WＥＢページの閲覧方法と同様に、診断実施画面の表示拡大、

明るさを調整できる診断システムとしています。また、先生などによる代理解答・登録を許可しています

ので、運用については実施校に合わせて対応します。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

当協会発行書籍：実用数学技能検定要点整理 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

診断に関するアンケートはありません。 

 

（４）個人受検の可否 

個人受検は対応していません。 

 

 



（５）問題内容の情報提供 

診断のサンプル問題については、診断実施時のシステムにて公開しています。 

 

（６）その他 

受検料の一部補填として、申し込み人数の 1割にあたる IDをサンプルとして無償で配付しますの

で、学校側の配慮で活用することができます。 

例：400名で申し込みいただいた場合、440名分の ID とパスワードを配布しますので、学校側の采配

で割引や障碍者への補填として利用することができます。 

教育委員会からの要望があれば、実施団体と相談のうえで情報提供することは可能です。 

 

 



（様式３）

事業者名：公益財団法人　日本数学検定協会
測定ツール名：数検スコア総合診断　数Ⅰ・数Ａ
対象教科：数学
測定内容の区分：標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

出題範囲の分類、項目別資料 数検スコア総合診断_出題範囲 1 ○

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

個人の診断結果のサンプル 診断結果(個人)_総合 2 ○

団体の診断結果のサンプル 診断結果(全体)_総合 3 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実施
期間、受検料、標準返却期間等）

実施要項_共通 4

学校用実施マニュアル 実施運用マニュアル_共通 5

＜提出任意の書類等＞

情報セキュリティ基本方針（ホームペー
ジで公開）

情報セキュリティ基本方針 6

個人情報保護方針（ホームページで公
開）

個人情報保護方針 7

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号



オンラインPDCA授業支援
高校生のための学びの基礎診断

数検スコア診断

数検スコア基礎診断 ・ 数検スコア総合診断

資料番号４．実施要項



2

数検スコア診断は、数学に関する「能力」を学習要素まで分解し「学習項目にて診断」
自分の不得意分野・学習すべき項目・要素が一目瞭然！

診断結果は、学習要
素まで分解して診断
されるので、学習すべ
き項目が一目瞭然！

生徒 先生

何度でもトライできる
から不得意分野を克
服しながら実力UP！

パソコンやスマート
フォンからいつでも・ど
こでも実施できるか
ら手軽で便利！

授業プランに合わせて
診断の範囲を決めら
れるので、授業進捗に
マッチしたオリジナルの
診断が実施できる！

授業のPDCAを回すために
必要な項目である、「到達
目標」と「授業重点度」の
両面から徹底分析！

短期間で診断結果を
見る事ができるので、
授業改善のPDCAも
回しやすい！

先生が設定した授業プラン・重点度・目標値に合わせて分析されるので、
授業改善、PDCAを回す指標として活用する事ができます

「WEB分析」と「項目別診断」の両面から分析診断し
細分化された分析結果を得ることができます

数検スコア診断は「授業のPDCAを回すために必要な項目が診断される」
学校の先生をサポートする唯一の分析診断です



診断の出題範囲は先生が学習項目から任意で選択肢決めることがで
きます。選択された学習項目から問題が出題され診断しますが、診
断結果では、学習項目をさらに細分化した学習要素としてコメント
表示しています。学習項目を構成する学習要素レベルで診断される
事で学習項目を理解し、今まで克服できなかった、苦手とする分野
も容易に理解することができます。

授業の進捗や計画に合わせて「診断す
る項目・範囲」を任意に設定できるの
で、授業進捗や生徒の理解度に合わせ
て診断が実施できます！

先生が授業進捗に合わせてクラスの到
達目標値を設定できるので、先生が設
定した「目標値(ものさし)」で分析診断
することができます！

「WEB分析による理解度」と「項目別
診断による到達度合」の両面から分析
することで、生徒の実力にもっとも近
い値で診断されます。更に、学習要素
レベルまで細分化された分析結果から
クラス全体の復習すべきポイントが指
標として表示されます！

4カ月サイクルで
授業→WEB分析→授業→項目別診断と
授業と分析診断を繰り返し交互に実施
することができるため、1学期単位で
PDCAを回す事ができます！さらに、
WEB分析は「予習・復習」教材として
も利活用できます！

診断結果は、授業プラン・学習進捗・生徒の理解度・先生が設定した目標値に合わせ
て先生が任意に設定し診断されるため、PDCAサイクルを回すために必要なクラス全体
の理解度を可視化することができ、授業の重点部分の見極め、授業計画を作成する際
にも大いに役立つ指標となります！

２．学習項目を細分化し『学習要素』として診断！１．先生向けの診断である！

診断は、コンピュータ方式を利用していますのでインターネットを利用し
てWebサイトにアクセスできるパソコン、タブレット端末で実施すること
ができます。実施方法も簡単で、下記の3ステップで実施できます。

①専用のWebサイトへアクセス
②IDとパスワードを入力
③割当てられた診断を実施

診断結果は、約1週間程度で学校の先生へPDF資料として送付されます。

３．診断の手軽さ

Web分析は授業の合間に予習・復習教材としても利用する事ができます。
さらに、診断結果は、生徒と個別に行う『面談資料』としても活用する
ことができます。

４．幅広い活用シーン

数検スコア基礎診断、数検スコア総合診断の４つの特長！



実施時は、個人情報をもたないIDと
パスワードを配布しますので、生徒の
個人情報の漏洩や流出の危険が無
く安心、安全に実施できます

Act(改善)
分析結果により、個々の不得意分野や復習
が必要な科目が明確になります。クラス全体の
授業重点度トに対する理解度が数値化され、
授業改善に大いに役立てる事ができます。

Do(実施)
実施方法はWebシステムを利用するため、インターネット環境を利用して学内、学外問
わずスマホ、タブレット、パソコンで「いつでも、どこでも、何度でも(Web分析)」実施するこ
とができます。

Plan(計画)
学校のカリキュラム、先生の意向、生徒の理解度、授業の進捗状況などを考慮して、先生の授業プランに
沿った学習項目を診断範囲として選択します。 診断は、学期末や単元修了時に任意のタイミングで実施で
きます。また、WEB分析は４カ月間利用できますので、授業の合間や予習・復習用としても活用できます。
※Web分析 Webによる学習項目の分析

Check(分析)
分析は、
①生徒の学習能力の到達度合い。
②学習の進捗度合い・授業配分。
③集団の中の相対的な生徒の位置づけについて、
生徒別とクラス別に全体で表示され、分析結果は
先生に一括でメール送信されます。

先生
P

C

DA
生徒先生

先生

数検スコア診断は、「数検スコア基礎診断」、「数検スコア総合診断」の２つに分類され、最大の特徴は、義務教育課程の学習内容を含めて高校生に求められる基礎学力の確実な習得と学習意欲
の向上を喚起しつつ、診断結果は、先生の授業計画や授業改善のPDCAサイクルの指標として活用できることです。診断項目は、生徒の日々の理解度、先生が設定した目標に対する達成度合、クラ
ス全体の絶対評価平均、学習項目別の理解度、復習すべきポイントについて、可視化されます。
診断の「実施時期」「目標設定」「出題範囲」を先生が任意に設定できるため、今まで多くの時間を割いてきた授業計画や授業改善におけるPDCAを容易に実現することができます。

個人全体

オンラインPDCA授業支援
高校生のための学びの基礎診断

数検スコア診断の概要

数検スコア総合診断

数検スコア基礎診断
Web分析＆項目別診断

※サポート体制
診断の申込から、受付、実施、結果のお渡し、万が一のトラブル時まで万全のサポート体
制を構築しており、年末年始の休暇を除く9時から18時まですべての日程(土日祝を含
む)で電話・メールによるサポートをいたします。システム操作や分析評価などの作業負担
を全て排除しているため先生の日々の業務負担は最小限まで抑えられています。



概要
数検スコア基礎診断は、①WEB分析(４カ月)と②項目別診断(１回)の2種類の診断項目で構成しており、①WEB分析については、生徒のモチベーションを引き出し
自学自習の力をつけるよう設計された学習項目別の分析です。②項目別診断とは、WEB分析同様にCBT方式で実施し、「実施日時」と「診断したい範囲」を先生が
任意に設定することができますので、授業の進捗や生徒の理解度、クラス単位に合わせて診断範囲を決めて実施することができます。
また、先生は、診断実施において「実施する時期、目標値の設定、診断する範囲」を任意に設定する事ができるため、授業の進捗や生徒の理解度に合わせて『先生オリ
ジナル』の診断を実施できます。さらに、授業重点度に対するクラスの理解度も診断結果として可視化されるため、先生の授業プランの組立やスケジュール構築、PDCAを
回すための指標として診断結果を学期毎に利活用することができます。さらに、先生は、数検スコア基礎診断の診断結果を活用して、「生徒の得意・不得意な学習項目、
予習や復習への取り組み方や姿勢、学習項目理解度、目標値への到達度合、復習すべきポイント」をもって生徒単位の「面談指導」を実施することもできます。

実施要項
◎実施方法：コンピュータ方式
◎出題範囲：学習指導要領にそった義務教育過程・数学Ⅰ・数学A
◎問題数：
①WEB分析：70項目×3問/210合計問
②項目別診断：3項目×3問+記述式1問/合計10問×3セット

◎出題数: 
①WEB分析：70項目から選択した項目×3問
②項目別診断：必須の10問+選択した学習項目(項目数は70、1項目は１~3問で構成)

◎利用期間：4ヵ月
◎学習項目数：学習指導要領の20分類66項目より先生が任意で選択
◎解答方法:選択式、短答式、記述式
◎試験時間:20分+選択した学習項目×2分
例）10項目選択した場合 必須20分+10項目×2分＝40分

◎実施時期:先生が任意で決定
◎診断結果:個人×受検者数+全体(グループ)×１
◎返却方法・時期：返却は先生へメールで送付、返却時期は実施後約1週間(7営業日)で返却します
◎受検料：6,156円(税込) 受検料には下記が含まれております
１．利用期間中(4カ月)のWEB分析(実施は何度でも実施可)の利用・実施
２．項目別診断1回

数検スコア基礎診断(WEB分析&項目別診断)

予
習
・
復
習
・
分
析
☟
W
E
B
分
析

学習指導要領(数1・A) 20分類66項目

期
末
診
断
☟
項
目
別
診
断



概要
数検スコア総合診断は、数検スコア基礎診断と同様に生徒個人の学習要素まで細分化した評価と合わせて、先生に、クラス全体の先生が設定した目標値に対する到
達度合、クラス全体の絶対評価平均、学習項目別の理解度、復習レベル、授業重点度に対する理解度を分析しPDCAサイクルを回す指標として利活用いただくことを
目的とした診断です。実施方法は、コンピュータ方式で実施でき、インターネット環境を利用してパソコンやタブレットから学内、学外問わず、いつでも、どこでも実施すること
ができます。

特長
☑数Ⅰ・数Ａを学修した生徒を中心に総合的な診断をします。
☑診断結果は、生徒別・クラス別に分析評価を行います。
☑先生が目標値を設定し、授業の重点度の項目で診断します。
☑インターネット環境があればパソコン、スマホ、タブレットから実施できます。
☑診断結果は、先生の授業計画や授業改善としてPDCAサイクルに活用することができます。

実施要項
◎実施方法：コンピュータ方式
◎出題範囲：学習指導要領にそった義務教育過程・数学Ⅰ・数学A
◎出題数：30問(およそ義務教育から５０％、数 Ⅰ・数Ａから５０％の割合で出題)
◎実施日時：先生が任意に決定
◎解答方法：選択式、短答式、記述式
◎試験時間：60分
◎診断結果：個人×受検者数+全体(グループ)×１
◎返却方法・時期：返却は先生へメールで送付、返却時期は実施後約1週間(7営業日)で返却します
◎受検料：3,456円(税込) /回

数検スコア総合診断

診
断
実
施



２．自宅で実施する場合

１．学内で実施する場合

学内で実施する場合

申込時に送付された受検者用の
「ID・パスワード」を受検者へ配布

受検者用ID・パスワードを受信
（受検期間中は、いつでも・どこで

も実施可）

受検用のパソコ
ンでチュートリ
アルによる回答

練習
IDとパスワードを
入力して実施

送付された診断結果を確認
し印刷して受検者へ配布

診断結果を
確認

学校の先生
担当者

生徒

事前準備 受検・実施 結果報告

申込時に実施
期間を設定

動作検証用のチュートリアルを
利用して事前確認ができます！

受検用パソコンの準
備・動作検証

※パソコン、タブレット、イン
ターネット環境の確認

申込時に送付された受検者
用の「ID・パスワード」を

受検者へ配布

実施用の
ID・パスワードを受信

受検時の注意事
項などの説明
試験中の監視

チュートリアル
による回答練習 IDとパスワードを

入力して実施

送付された診断結果を確認
し印刷して受検者へ配布

診断結果を
確認

学校の先生
担当者

生徒

事前準備 受検・実施 結果報告

実施用のマニュアルを
参考にしてください

事前準備用マニュアル
を参考にしてください

実施後約1週間程度で
メールで送付されます

実施後約1週間程度で
メールで送付されます

実施手順



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：公益財団法人日本数学検定協会 

測定ツール名：数検スコア総合診断 数Ⅰ・数Ａ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

義務教育段階の数学  

 

 

・正の数と負の数を用いて，身の回りの様々

な事象を表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（１） 

ア 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。 

・正の数と負の数の四則計算ができる。 【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ
数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（１） 

ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。 

・仮平均を定め，平均を求めるなど，正の数

と負の数を用いて，身の回りの様々な事

象を表したり処理したりすることができ

る。 

 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（１） 

エ 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりするこ

と。 

・文字を用いた式の乗法と除法を，その表し

方に従って表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（２） 

イ 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。 

 



 

 

 

2 

測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・簡単な一次式の加法と減法の計算ができ

る。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（２） 

ウ 簡単な一次式の加法と減法の計算をすること。 

・文字を用いた式に正の数や負の数を代入

して，式の値を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（２） 

エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理

解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 
・数量の関係や法則などを等式や不等式で

表すことができる。 

・等式の性質を基にして，一元一次方程式の

解き方を考えることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（３） 

イ 等式の性質を基にして，方程式が解けることを知ること。 

・簡単な一元一次方程式を解くことができ

る。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ａ（３） 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用する

こと。 
・問題の中の数量やその関係を文字を用い

た式で表し，それを基にしてつくった一

元一次方程式を解くことができる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

3 

測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線

などの基本的な作図をしたり，それらの

作図を活用したりすることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｂ（１） 

ア 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法

を理解し，それを具体的な場面で活用すること。 

・移動前と移動後の二つの図形の関係を調

べ，図形の性質を見いだすことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｂ（１） 

イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係

について調べること。 

・空間における直線と直線，直線と平面，

平面と平面の位置関係を見いだすことが

できる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｂ（２） 

ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。 

・見取図，展開図，投影図がどのような空間

図形を表しているのかを読み取ることが

できる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｂ（２） 

イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえた

り，空間図形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読

み取ったりすること。 

・扇形の弧の長さと面積を求めることがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 
図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｂ（２） 

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体

積を求めること。 

 

 



 

 

 

4 

測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・比例，反比例の関係を式で表すことができ

る。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｃ（１） 

イ 比例，反比例の意味を理解すること。 

・平面上の点を座標を用いて表したり，座標

を基にして平面上に点をとったりするこ

とができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

２Ｃ（１） 

ウ 座標の意味を理解すること。 

・比例，反比例の関係を表，式，グラフな

どで表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｃ（１） 

エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解する

こと。 

・比例，反比例の関係を表，式，グラフを用

いて表現したり，処理したりすることが

できる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｃ（１） 

オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

・資料の代表値を求めることができる。 【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｄ 
資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｄ（１） 

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・問題を解決するために，ヒストグラムや代

表値，相対度数などを用いて，資料の傾向

を 

捉え説明することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第１学年〕 

２Ｄ（１） 

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。 

・簡単な整式の加法・減法の計算ができる。 【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ａ（１） 

ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。 ・単項式の乗法・除法の計算ができる。 

・文字を用いて表現したり，目的に応じて式

を変形したり，その意味を読み取ったり

して，命題が成り立つことなどを説明す

ることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

サンプル問題１ 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ａ（１） 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解

すること。 

・具体的な場面で，数量を表す式や関係を表

す式を，目的に応じて変形することがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ａ（１） 

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・加減法や代入法を用いて，連立二元一次方

程式を解くことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ａ（２） 

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 
・問題の中の数量やその関係を文字を用い

た式で表し，それを基にしてつくった連

立二元一次方程式を解くことができる。 

・対頂角や平行線の性質を用いて，角の大き

さを求めることができる。 

 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｂ（１） 

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明

すること。 

・多角形の内角の和や外角の和などを求め

ることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｂ（１） 

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角に

ついての性質が見いだせることを知ること。 

・三角形の合同条件を用いて，二つの三角形

が合同であることを証明し，対応する辺

や角が等しいことを示すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｂ（２） 

イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。 

・図形の性質の証明を読み，新たな性質を見

いだすことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｂ（２） 

ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質

を論理的に確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだ

したりすること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・一次関数の関係を式で表すことができる。 【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｃ（１） 

ア 事象の中には一次関数としてとらえられるものがあることを知るこ

と。 

・一次関数の特徴を表，式，グラフを相互に

関連づけて考えることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｃ（１） 

イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解するこ

と。 

・座標平面上の２直線の交点の座標を連立

二元一次方程式を解いて求めたり，連立

二元一次方程式の解を２直線の交点の座

標から求めたりすることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｃ（１） 

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 

・具体的な事象の中に見られる一次関数の

関係を表，式，グラフを用いて表現した

り，処理したりすることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｃ（１） 

エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・樹形図や二次元の表などを利用して，起こ

り得る全ての場合を求め，同様に確から

しいことを基にして，簡単な場合につい

て確率を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２Ｄ（１） 

ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めるこ

と。 

・有理数と無理数の意味を理解し，有理数と

無理数に分類することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

ア 数の平方根の必要性と意味を理解すること。 
・数の平方根の大小関係を不等号を用いて

表すことができる。 

・数の平方根を含む式の計算を，既習の計

算と関連付けて計算することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

 
・数の平方根を含む式の四則計算ができ

る。 

・分配法則や乗法公式を利用して，根号を

ふくむ式を計算することができる。 

・数学的な場面や具体的な場面で，正の数

の平方根を用いて表したり処理したりす

ることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 
数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

ウ 具体的な場面で数の平方根を用いて表したり処理したりすること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・単項式と多項式の乗法及び多項式を単項

式で割る除法の計算ができる。 

【設問数】 

０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

ア単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をするこ

と。 

・簡単な一次式の乗法の計算及び乗法公式

や因数分解の公式を用いる簡単な式の展

開や因数分解ができる。 

【設問数】 

０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)2＝ a2＋２ab＋b2 

(a－b)2＝ a2－２ab＋b2 

(a＋b)(a－b)＝ a2－b2 

(x＋a)(x＋b)＝ x2＋(a＋b)x＋ab 

・式の展開や因数分解を，交換，結合や分

配法則などを用いて計算することができ

る。 

・式の一部を１つの文字におきかえて，乗

法公式の形や因数分解の公式の形に帰着

させて考えることができる。 

・１より大きい自然数を素因数分解でき

る。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・数量及び数量の関係を，文字を用いた式

で表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

ウ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明すること。 
・数や図形の性質などが成り立つことを，

数量及び数量の関係を捉え，方針を明ら

かにして，文字を用いた式で説明するこ

とができる。 

・因数分解したり平方の形に変形したりし

て二次方程式を解くことができる。 

 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

・解の公式を用いて二次方程式を解くこと

ができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

・係数に文字をふくむ２次方程式について，

その文字の値を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 
・問題の中の数量やその関係を文字を用い

た式で表し，それを基にしてつくった二

次方程式を解くことができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・見いだした図形の性質などを，三角形の相

似条件を用いて証明することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 
・相似な三角形の対応する辺の長さを求め

ることができる。 

・三角形の相似条件を利用して，２つの三

角形が相似かどうかを判断することがで

きる。 

・平行線と線分の比についての性質を用い

て，線分の長さなどを求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。 

・ある図形の面積や体積が分かっていると

き，その図形と相似な図形の面積や体積

を相似比を基にして求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積

比の関係について理解すること。 

・図形の辺の比の関係を求めたり，直接測定

できない高さや距離などを縮図をかいて

求めたりすることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 
図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

オ 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・円周角と中心角の関係を用いて，角の大

きさを求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（２） 

ア 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知る

こと。 

・直角を使って円の中心を求めることがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（２） 

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

・三平方の定理を用いて，直角三角形の辺

の長さなどを求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。 
・三平方の定理の逆を用いて，ある三角形

が直角三角形であるかどうかを見分ける

ことができる。 

・三平方の定理を利用して，平面図形のいろ

いろな長さを求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 
・座標平面における２点間の距離や円錐の

高さなどを求めるなど，平面図形や空間

図形の計量ができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・１組の x，yの値の組から，y＝ax2の式を

求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

ア 事象の中には関数y＝ax2としてとらえられるものがあることを知るこ

と。 
・関数 y＝ax2の関係を表す式に数を代入し，

対応する値を求めることができる。 

・関数 y＝ax２の関係を表，式，グラフで表

すことができる。 

【設問数】 

０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

イ 関数 y＝ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。 
・関数 y＝ax2 の変化の割合を求めることが

できる。 

・具体的な事象の中にある，関数 y＝ax２の

関係を表，式，グラフを用いて表現した

り，処理したりすることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

ウ 関数 y＝ax２を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

・標本調査を行い，問題を解決する手順を理

解している。 

 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｄ（１） 

イ 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明する

こと。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

数学Ⅰ  

 

 

・絶対値を含む式を、場合分けをして、絶

対値をはずした式で表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（ア）実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

・ 無理数の加法及び減法、乗法公式など

を利用した計算ができる。また、分母だ

けが二項である無理数の分母の有理化が

できる。 

・分母と分子がともに二項で 

ある無理数の分母の有理化ができる。 

・分母が三項である無理数の分母の有理化

ができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・集合に関する基本的な用語・記号や集合

の包含関係を理解するとともに、ベン図

や数直線を活用して、二つの集合につい

て、共通部分、和集合、補集合を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

  

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（イ）集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考察に活

用すること。 ・命題の真偽や必要条件・十分条件を集合の

包含関係の図表示と関連付けて考えるこ

とができる。 

・命題の逆・裏・対偶について理解し，対

偶を利用した証明や背理法による証明が

できる。 

・単項式，多項式の次数と係数の求め方を理

解し、整式の四則計算ができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（ア）式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め、式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

・二次の乗法公式及び因数分解の公式が活

用できる。また、式の置き換えや一つの

文字に着目するなどして、展開・因数分

解ができる。また、対称式の式変形がで

きる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・不等式の解の意味を理解するとともに、

不等式の性質を利用して、一次不等式や

連立不等式を解くことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（イ）一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し、一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

・絶対値の定義を理解し、絶対値を含む方

程式及び一次不等式を解くことができ

る。 

・場合分けを利用し、絶対値を含む方程式

及び一次不等式を解くことができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・直角三角形において，正弦・余弦・正接を

求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

  

 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

（イ）鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭角の三角比の値を用い

て鈍角の三角比の値を求めること。 

・三角比の相互関係を理解し、一つの三角

比の値から残りの三角比の値を求めるこ

とができる。 

・鋭角の三角比の定義を理解し、三角比を

活用して、身近なものの長さ（高さ、距

離等）や角度を求めることができる。 

・90°－θ の三角比について理解し、適

切に活用できる。 

・座標を用いて，鋭角だけでなく，鈍角の三

角比を求めることができる。 

・三角比を含む対称式・交代式の値を求め

ることができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・三角形の辺と角の間に成り立つ基本的な

関係として正弦定理及び余弦定理を理解

し、正弦定理や余弦定理を利用して、辺

の長さを求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

ア 三角比 

（ウ）正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 
・三角形の外接円の半径とその三角形の三

角比との関係を考察し、正弦定理を理解

するとともに、正弦定理や余弦定理を利

用して、辺の長さや角の大きさを求める

ことができる。 

・三角比を利用して、三角形の面積を求め

ることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
・三角比を活用して、平面図形の計量に利

用することができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・対称軸（直線x＝p ）や頂点(p , q)に着

目して二次関数のグラフの特徴を捉える

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また、二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 
・与えられた条件から、二次関数の式を求

めることができる。 

・二次関数のグラフから頂点又は軸を境と

して、関数の値の増減が変化することを

理解し、二次関数の最大や最小を求める

ことができる。（閉区間を含む。） 

・二次関数のグラフから頂点又は軸を境と

して、関数の値の増減が変化することを

理解し、二次関数の最大や最小を求める

ことができる。（閉区間を含む。） 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

 

サンプル問題２ 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について、グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・二次関数のグラフとx 軸との共有点のx 

座標は二次方程式の解であることを理解

し、x 軸との共有点のx 座標を求めるこ

とができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとと

もに、数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してそ

の解を求めること。 

数学Ⅱ 

２（１） 

 イ 高次方程式 

 （ア）複素数と二次方程式 

    数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算をするこ 

  と。また，二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について

理解すること。 

・二次関数のグラフとx 軸との位置関係

を、二次方程式の判別式Ｄを活用し、共

有点の個数を求めることができる。 

・二次関数のグラフとx 軸との位置関係に

より、二次不等式の解の意味を理解し、

二次関数のグラフを活用して、x 軸との

共有点が２個である場合の二次不等式に

ついて解くことができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・度数分布表やヒストグラムでデータを整

理することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
４
）
デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

２（４） 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味について理解し、それらを用

いてデータの傾向を把握し、説明する。 

・データの平均値，中央値，最頻値を求める

ことができる。 

・データから最小値、四分位数、最大値、

四分位範囲、四分位偏差、分散、標準偏

差を求めることができる。 

・データの特徴を数量化する手法として、

箱ひげ図をかくことができる。 

・散布図からデータの傾向を読み取ったり、

データの相関係数を求めたりすることが

できる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
４
）
デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

２（４） 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し，それらを用いて二つのデータの相

関を把握し説明すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

数学Ａ  

 

 

・さまざまな問題を解決する場合，ベン図を

用いるなどして集合の要素の個数を効率

よく数えることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（ア） 数え上げの原則 

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則につ

いて理解すること。 

・和の法則・積の法則を用いて，効率よく数え

ることができる。 

・順列，階乗，円順列，重複順列の公式、nＰ

r，の性質を用いて，さまざまな問題を解

くことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（イ）順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

・組合せ，同じものを含む順列の公式，nCr

の性質を用いて，さまざまな問題を解く

ことができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・確率の基本性質を用いて具体的な事象の

確率を求めることができる。 

 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（ア）確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 

・確率の計算に集合の考えを活用したり，

複雑な事象の確率を公式を用いて求めた

りすることができる。 

・積事象，和事象，排反事象，余事象の考

えを用いて確率を求めることができる。 

・独立な試行の意味を理解し，独立な試行

の確率を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（イ）独立な試行と確率 

独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確率を求めること。ま

た，それを事象の考察に活用すること。 

・複雑な反復試行の確率を，反復試行の公

式や確率の加法定理を用いて求めること

ができる。 

・複雑な確率を，条件つき確率や確率の乗法

定理を用いて求めることができる。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・倍数を見分けることができるとともに，素

因数分解を利用して約数を求めることが

できる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
２
）
整
数
の
性
質 

 

数学Ａ 

２（２） 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連し

た事象を論理的に考察し表現すること。   

・素因数分解を利用して最大公約数や最小

公倍数を求めることができる。 

・ユークリッドの互除法を用いて最大公約

数を求めたり，分数を約分することがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理解

し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二元一

次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてその整数

解を求めること。 

・２元１次不定方程式の正数解を，さまざま

な方法で求めることができる。 

・n進法で表記されている数の仕組みを理解

し，n進法の整数を 10進法で，10進法の

整数を n進法で表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

ウ 整数の性質の活用 

二進法などの仕組みや分数が有限小数又は循環小数で表される仕組み

を理解し，整数の性質を事象の考察に活用すること。 
・循環小数を分数を用いて表すことができ

る。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・角の二等分線の性質を利用して，線分の長

さを求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

  

 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（ア）三角形の性質 

三角形に関する基本的な性質について，それらが成り立つことを証

明すること。 

・平行線と比，中点連結定理，線分の内分と

外分などの基本的な図形の性質を利用し

て，線分の長さを求めることができる。 

・三角形の重心，外心，内心の性質を利用し

て，線分の長さを求めることができる。 

・チェバの定理，メネラウスの定理を用い

て，線分の長さや比を求めることができ

る。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・円周角の定理を用いて，角度を求めること

ができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（イ）円の性質 

円に関する基本的な性質について，それらが成り立つことを証明す

ること。 

・円に内接する四角形の性質を用いて，角度

を求めることができる。 

・接線と弦のつくる角の性質を用いて，角度

を求めることができる。 

・方べきの定理を用いて，線分の長さを求め

ることができる。 

・２つの円の位置関係から，中心間の距離を

求めたり共通接線の長さを求めたりする

ことができる。 

・線分の垂直二等分線，垂線，角の二等分線，

円外の点から引いた接線などの作図の方

法を理解し，応用することができる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（ウ）作図 

基本的な図形の性質などをいろいろな図形の作図に活用すること。 
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測定しようとする資質・能力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・直線と平面の垂直の定義，三垂線の定理を

理解し，図形の性質を説明することがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１０問（程度） 

【出題形式】 

選択式・短答式・記述式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

イ 空間図形 

空間における直線や平面の位置関係やなす角についての理解を深める

こと。また，多面体などに関する基本的な性質について理解し，それら

を事象の考察に活用すること。 

・正多面体の性質を用いて，正多面体の頂点

の数や辺の数を求めることができる。 

 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：数検スコア総合診断 数Ⅰ・数Ａ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：１ 

出題科目 中学校 数学〔第２学年〕 

出題の 

ポイント 

文字を用いて表現したり、目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、

命題が成り立つことを説明することができるかをみる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 

 

①３つの整数の和を計算し、 の形の式に変形する。 

② が３の倍数であることを示す。 ③和が３で割り切れることを示す。 

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

中学校学習指導要領 数学〔第２学年〕 

２ 内容 

Ａ 数と式 

（１）イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解するこ

と。 

 

  



事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：数検スコア総合診断 数Ⅰ・数Ａ  

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：２ 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

二次関数のグラフから頂点又は軸を境として、関数の値の増減が変化することを理解し、

二次関数の最大や最小を求めることができるかをみる。（閉区間を含む。） 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１ ○  
２ ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１  ○  
２  ○  

          

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 

 

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

数学Ⅰ 

２ 内容 

（３）二次関数 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について、グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求

めたりすること。 
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